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A coming of
   age ceremony

　

1
月
8
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流

会
館
で
、
平
成
29
年
成
人
式
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
内
藤
町
長
か
ら
式
辞
、

木
村
繁
町
議
会
議
長
、
島
田
欽
一
県
議

会
議
員
か
ら
祝
辞
を
受
け
た
後
、
織
田

地
区
の
吉
田
美
里
さ
ん
と
堀
比
翼
さ
ん

が
新
成
人
を
代
表
し
て
、「
自
分
の
行
動

に
責
任
を
持
ち
、
社
会
の
一
員
と
し
て

の
義
務
を
果
た
し
、
一
人
の
人
間
と
し

て
日
々
成
長
し
な
が
ら
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
努
力
し
続
け
ま
す
」
と

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
朝
日
・
宮
崎
・
越
前
・

織
田
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
実
行
委
員
会
主

催
に
よ
る
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
が
開

か
れ
、
新
成
人
た
ち
は
久
し
ぶ
り
に
会

う
友
人
や
恩
師
と
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

朝
日
地
区

織
田
地
区

宮
崎
地
区

越
前
地
区

新
成
人
と
し
て

心
新
た
に

◀誓いのことばを
　述べる吉田さん（左）と
　堀さん（右）

特  集
S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e
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3月5日㈰は
越前町長選挙・越前町議会議員選挙

の投票日です。

時　間　午前7時から午後8時まで　（※印の投票所は午後7時まで）
場　所　町内26投票所（投票所は、各自の入場券に記載されています。）

投票日に仕事や旅行などで投票に行けない人が、投票日の前に投票がで
きる制度です。

期　間　3月1日（水）～ 3月4日（土）

時　間　午前8時30分から午後8時まで

場　所　・朝日農村環境改善センター　　・宮崎コミュニティセンター
　　　　・越前コミュニティセンター　　・織田コミュニティセンター

※期日前投票は、4投票所どこでも投票できます。
※本人確認のため、投票所へは各自入場券（入場券が届くまでに期日

前投票をされる人は、運転免許証など）をご持参ください。

選挙は、私たちの意見を政治に反映させるための大切な手段であり、最も重要な権利のひとつです。
必ず投票しましょう。

投票日に投票に行けない人は、期日前投票や不在者投票をご利用ください。
ルールを守り、明るくきれいな選挙を実現しましょう。

第 1 投票所　越前町生涯学習センター
第 2 投票所　朝日中学校陽光館
第 3 投票所　朝日小学校　
第 4 投票所　朝日南保育所
第 5 投票所　常磐小学校
第 6 投票所　朝日農村環境改善サブセンター
第 7 投票所　朝日西保育所
第 8 投票所　奥糸生集会施設
第 9 投票所　宮崎コミュニティセンター
第10投票所　小曽原保育所
第11投票所　陶の谷保育所
第12投票所　宮崎中学校
第13投票所　すいせん研修館（※）

朝日期日前投票所が越前町役場から朝日農村環境改善センター
（役場別館）に変更になりますのでご注意ください。重要なお知らせ

第14投票所　玉川地区集会施設
第15投票所　越前サブコミュニティセンター
第16投票所　新保地区集会施設
第17投票所　小樟地区集会施設
第18投票所　厨地区集会施設
第19投票所　白浜地区集会施設
第20投票所　米ノ地区集会施設
第21投票所　織田コミュニティセンター
第22投票所　平等婦人の家
第23投票所　山中児童館
第24投票所　萩野生活改善センター
第25投票所　笈松集落センター（※）
第26投票所　上戸集落センター（※）

投票時間・場所

期日前投票

問合せ先　越前町選挙管理委員会　☎34‒8700（総務課内）

町長選挙・町議会議員選挙は、丹南ケーブルテレビで開票の様子を生中継します。

放送日時　3月5日（日）　午後9時～開票終了まで選挙速報

長期の出張や入院・入所などで投票所での投票ができない人が、出張先
や指定病院・老人ホームなどで投票日の前に投票ができる制度です。不在者投票

越前町以外の市区町村の選挙管理委員会での不在者投票
　出張先など越前町以外の市区町村で不在者投票を行う場合は、次の方法で行ないます。
①「期日前投票不在者投票宣誓書兼請求書」により、越前町選挙管理員会の委員長に対して、投票用紙などの

交付を請求してください。
②請求後、「投票用紙・投票用内封筒・投票用外封筒・不在者投票証明書」が交付（郵送）されますので、これ

らを出張先などの市区町村の選挙管理委員会に持参して投票を行ってください。
※不在者投票証明書の入っている封筒は、開封すると投票できなくなりますので、絶対に開封しないでください。

不在者投票指定施設における不在者投票
　都道府県の選挙管理委員会が指定する病院や老人ホームなどの施設に入院している人は、その施設内で不
在者投票ができます。
　病院または老人ホームなどの施設の職員に不在者投票をしたい旨を申し出てください。

郵便等による不在者投票
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳または介護保険の被保険者証の交付を受けている人は、障がいや要介護の
程度により自宅で郵便による投票ができます。

町長選挙・町議会議員選挙は、国や県の選挙と異なる点がありますので、
次の点にご注意ください。注意事項

①選挙期間が5日間と短いため、期日前投票や郵便による不在者投票の請求は早めにお手続きください。

②入場券は、告示日の翌日（今回は3月1日）以降、3日間を目処に郵便で各ご家庭に届きます。「入場券が届
かないから、期日前投票ができない」とお問い合せをいただきますが、入場券が無くても投票は可能です。
運転免許証など本人確認ができる書類をご持参ください。

③町長選挙・町議会議員選挙ともに、各候補者の政見などを記載した「選挙公報」を各家庭に郵便で配布し
ます。遅くとも投票日前日までには届きますが、早くご覧になりたい場合は、役場、各コミュニティセン
ター、図書館に備え付けますので、ご自由にご覧ください。また、町ホームページでも公開を予定してい
ます。

④投票する前に町外へ住所を移転（転出）した場合は、投票できません。

今回の町長選挙・町議会選挙で投票できる人（選挙人名簿に登録される
人）は、次の人です。選 挙 権

日本国籍の満18歳以上で、越前町に引き続き3か月以上住んでいる人　
※満18歳以上の人…平成11年3月6日以前に生まれた人
※3か月以上住んでいる人…平成28年11月27日以前に転入、またはそれ以前から住んでいる人

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）

☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

　
12
月
22
日
、
県
庁
で
、
第
24
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
総
務
大
臣
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ

れ
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
鈴
木
茂
雄

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
平
成
17
年
に
委
員
に
就
任

し
、
3
期
目
と
な
る
平
成
25
年
か
ら
は
委
員
長

を
務
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
参
院
選
で
は
、
選
挙
の
適
正
な
管
理

執
行
を
行
う
と
共
に
、
町
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
と
連
携
し
啓
発
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
、
本
町
の
18
歳
の
投
票
率
は
、
65
％
と

県
内
17
市
町
で
最
も
高
く
、
県
平
均
投
票
率
を

17
ポ
イ
ン
ト
近
く
上
回
り
ま
し
た
。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
総
務
大
臣
表
彰
受
賞

　
12
月
26
日
、
県
庁
で
、
高
齢
者
叙
勲
の
伝
達

式
が
行
わ
れ
、教
育
功
労
に
よ
り
松
山 

茂
信
さ

ん（
下
糸
生
）、城
戸 

亮
英
さ
ん（
宝
泉
寺
）が

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
山
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
に
教
員
と
な
り
、

平
成
元
年
に
当
時
の
朝
日
東
中
学
校
長
を
退
職

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
美
術
教
育
で
数
々
の
優
秀

指
導
者
賞
を
受
賞
さ
れ
、
学
校
も
ま
た
、
国
際

学
童
水
絵
展
（
朝
日
新
聞
社
）
全
国
学
校
優
秀

賞
な
ど
を
受
賞
し
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
、
県
の
家
庭
教
育
な
ど
の
発
展
に
も
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
戸
さ
ん
は
、
昭
和
24
年
に
教
員
と
な
り
、

平
成
元
年
に
当
時
の
朝
日
西
中
学
校
長
を
退
職

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
特
に
国
語
科
で
創
意
工
夫

に
よ
る
指
導
を
実
践
さ
れ
た
ほ
か
、
教
職
員
の

指
導
力
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
を
受
章　
松
山 

茂
信
さ
ん 

・ 

城
戸 

亮
英
さ
ん

▲城戸さん

　
1
月
7
日
、
劔
神
社
で
、
町
の
交
通
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祈
願
祭
に
は
、
内
藤
町
長
を
は
じ
め
町
交
通

指
導
員
や
鯖
江
交
通
安
全
協
会
の
町
内
各
分
会

員
な
ど
約
40
人
が
参
列
し
、
今
年
一
年
の
交
通

安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

　
中
橋
指
導
員
会
長
は
、「
昨
年
の
町
内
の
交
通

事
故
件
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
高
齢
者
が
死

亡
す
る
単
独
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
町
民
の

尊
い
命
を
守
る
た
め
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
と

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
、
よ
り
一
層
の

啓
発
活
動
を
お
願
い
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、

参
列
者
は
、
交
通
安
全
へ
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　
11
月
2
日
、
県
警
察
本
部
葵
分
庁
舎
で
、
全

国
防
犯
功
労
者
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
町

防
犯
隊
長　
橋
本
実
隊
長
（
玉
川
）
が
防
犯
栄

誉
銅
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
橋
本
隊
長
は
、
昭
和
61
年
か
ら
永
き
に
わ
た

り
町
防
犯
隊
員
と
し
て
、
地
域
の
安
全
・
安
心

を
守
る
た
め
に
防
犯
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
犯
罪

防
止
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
祈
願

全
国
防
犯
功
労
者
表
彰
防
犯
栄
誉
銅
章
を
受
賞

消防署からのお知らせ

　1月8日、災害に強い「無火災越前町」を目指し、越前消防団出初式が越前町生涯学習センター周辺で開かれまし
た。分列行進では、消防団員と女性消防隊員総勢288人、消防車両17台が規律ある堂々とした行進を披露しました。
　続いて式典が挙行され、功績のあった消防団員が表彰を受けました。最後に越前町役場駐車場で一斉放水やまと
い餅の配布をし、今年1年の無火災を町民のみなさんと共に祈願しました。

福井県定例消防表彰
功労章（1人）
越前消防団 副 団 長 氏家　鉄也

永年勤続精績章（12人）
朝 日 地 区 第 3 分団 分 団 長 宮川　泰昌

織 田 地 区 第 2 分団 班 長 鈴木　輝久

越 前 地 区

第 1 分団 副分団長 小荒　一則

第 3 分団 分 団 長 坂口　　淳

〃 班 長 島　　忠司

第 4 分団 副分団長 田中　康紀

第 7 分団 分 団 長 濵　喜久一

〃 団 員 小川　修治

宮 崎 地 区

第 1 分団 団 員 岡下　昌平

〃 団 員 竹内　宣雄

第 5 分団 分 団 長 河合　明宏

〃 団 員 吉田　秀明

無火災竿頭綬（2箇分団）
朝 日 地 区 第4分団（16年2か月）

宮 崎 地 区 第4分団（12年6か月）

福井県消防協会表彰
功労章（2人）
朝 日 地 区 第 3 分団 分 団 長 宮川　泰昌

越 前 地 区 第 1 分団 分 団 長 上市　康弘

表彰章（4人）
朝 日 地 区 第 1 分団 分 団 長 桑原　一幸

織 田 地 区 第 6 分団 分 団 長 伊部　光浩

越 前 地 区
第 2 分団 分 団 長 山口　哲也

第 3 分団 分 団 長 坂口　　淳

永年勤続精績章（2人）
越前消防団 副 団 長 氏家　鉄也

朝 日 地 区 第 1 分団 分 団 長 桑原　一幸

平成29年 越前消防団出初式

表　彰　受　賞　者

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

広報 えちぜん 6平成29年２月号広報 えちぜん7 平成29年２月号



　
11
月
12
日
・
13
日
、
福
井
県
立
武
道
館
で
、
福
井
県
高
等

学
校
弓
道
新
人
大
会
が
開
か
れ
、
丹
生
高
等
学
校
弓
道
部

が
女
子
団
体
で
優
勝
、
男
子
個
人
で
2
年
生
の
田
中
達
也
さ

ん
が
3
位
、
女
子
個
人
で
2
年
生
の
伊
部
あ
み
か
さ
ん
が
優

勝
、
鈴
木
美
生
さ
ん
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
19
日
に
開
か
れ
た
、
北
信
越
高
等
学
校
弓

道
新
人
大
会
で
は
、女
子
団
体
で
3
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
12
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
開
か
れ
た
、
第
35
回

全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
で
は
、
女
子
個
人
で
伊
部
あ

み
か
さ
ん
が
7
位
に
入
賞
し
、
体
配
・
射
技
・
的
中
の
す
べ

て
に
優
れ
て
い
る
人
に
送
ら
れ
る
「
技
能
優
秀
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
日
頃
は
、「
正
射
必
中
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
が
ん
ば
っ

て
練
習
し
て
い
ま
す
。

※
丹
生
高
等
学
校
弓
道
部
で
は
、弓
具（
弓
矢
）を
寄
付
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
探
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　
丹
生
高
等
学
校　
伊
藤　
☎
３
４‒

０
０
２
７

丹
生
高
等
学
校
弓
道
部　
大
活
躍

　
12
月
10
日
、
11
日
に
千
葉
県
幕
張
メ
ッ
セ
で

開
か
れ
た
第
44
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国

大
会
に
、仙
石
晴
子
さ
ん
（
厨
）
指
導
の
も
と
、

濵
本
さ
く
ら
さ
ん
（
四
ヶ
浦
小
4
年
）、
牛
若

文
華
さ
ん
（
糸
生
小
6
年
）
が
所
属
す
る
「
バ

ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ 

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
ヴ
ィ
ー
タ
」

が
出
場
し
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
時
計
仕
掛
け
の
人
生
」。

人
の
一
生
を
時
計
に
置
き
換
え
、
時
間
ご
と
に

人
生
の
様
々
な
出
来
事
を
表
現
し
、
コ
ミ
カ
ル

で
華
や
か
に
演
出
し
ま
し
た
。

　
大
会
を
振
り
返
り
、
2
人
は
「
ヴ
ィ
ー
タ
は

7
年
連
続
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
る
中
、
私

た
ち
は
2
年
連
続
で
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

第
44
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会

　
12
月
21
日
、
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
で
、
常
陸
宮
家
に
献

上
す
る
越
前
水
仙
の
発
送
式
が
行
わ
れ
、
22
日
、
常
陸
宮

家
に
献
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
2
年
に
坂
井
市
で
行
わ
れ
た
自
然
公
園
大
会
に
出

席
さ
れ
た
常
陸
宮
家
両
殿
下
が
、
越
前
水
仙
を
非
常
に
好

ま
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
越
前
町
、
南
越
前
町
、
福
井

市
の
3
市
町
が
持
ち
回
り
で
献
上
し
、
今
年
で
27
回
目
に

な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
越
前
岬
を
模
し
た
箱
庭
1
鉢
、
プ
ラ
ン
タ
ー

6
鉢
、
切
り
花
１
５
０
本
を
献
上
し
ま
し
た
。

常
陸
宮
家
に
越
前
水
仙
を
献
上

た
。
緊
張
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
最
後
ま
で
み

ん
な
と
笑
顔
で
踊
り
き
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

濵本さん（左）、牛若さん（右）

丹生高等学校弓道部のみなさん

町県民税・所得税の申告の時期です
申告期間　２月１６日（木）～３月1５日（水）

　町県民税の申告、所得税の確定申告が2月16日（木） から始まります。
　該当する人は、町の申告会場や武生税務署で申告をお願いします。今年からマイナンバーを記
入することになるため、申告に必要なものが増えています。申告の際に必要なものが足りない場
合、受付できませんのでご注意ください。
　確定申告書は、国税庁ホームページの確定申告書作成コーナーを利用して作成できます。なお、
郵送や電子申告（e-Tax）で提出することもできますのでご利用ください。

　平成29年1月1日現在、越前町に住所がある人は、前年中に収入がない人でも町県民税の申告
が必要です。ただし、次に該当する人は、町県民税の申告の必要がありません。

・所得税の確定申告をした人
・給与所得者で給与支払報告書（年末調整の済んでいるもの）が勤務先から町に提出され、かつ

給与所得以外に所得のない人
・老齢年金のみの人（ただし扶養、社会保険料控除、医療費、生命保険料、その他の控除を受け

ようとする人は申告してください。）
・同一世帯の人の給与支払報告書（年末調整の済んでいるもの）や、町県民税の申告書、所得税

の確定申告書に扶養親族として記載されている人で、前年中に収入がない人

町県民税の申告

・所得（課税）証明書の発行ができません。
・国民健康保険税の軽減などの特例、給付金や補助金などの支援を受けることができません。

町県民税の申告をしないと

・1か所からの給与のほかに年金・事業・不動産など20万円を超える所得がある人
・給与を2か所以上から受けていて、年末調整をしなかった給与所得と事業・不動産などの所得

の合計額が20万円を超える人
・年金のほかに給与や事業・不動産など20万円を超える所得がある人
・給与収入が2千万円を超える人
・各種の所得の合計額が扶養控除や基礎控除などの所得控除の合計額を超える人
・給与や年金の源泉徴収票に記載されている扶養控除や配偶者控除などを修正する人

所得税の確定申告が必要な人

・平成28年の途中で退職し、再就職しなかったため年末調整を受けなかった人
・源泉徴収税額のある給与所得者・年金所得者で、年末調整を受けていない生命保険料控除や医

療費控除などを受けることができる人
・住宅ローンなどを利用してマイホームの新築・増改築などをした人

所得税の確定申告をすると納めすぎた所得税が戻る人

　

12
月
5
日
、
金
沢
市
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
た
ロ
ー
ラ
ン
ド　
ピ
ア
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
北
陸
本
選
で
、

岩
本
智
美
さ
ん
（
四
ヶ
浦
小
4
年
）
が
高
学
年

の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
1
次
審
査
を
通
過
し
た
小
学
生
71

人
が
出
場
し
、
岩
本
さ
ん
は
最
優
秀
賞
に
加

え
、
小
学
生
部
門
か
ら
た
だ
1
人
選
出
さ
れ
る

フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
選
ば
れ
、
3
月
11
日
㈯
に

東
京
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
北
陸
地
区
小
学

生
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
全
国
大
会
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る
指
揮
者

の
栗
田
博
文
氏
の
指
揮
の
も
と
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
を
披

露
し
ま
す
。

ロ
ー
ラ
ン
ド　
ピ
ア
ノ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６

　
岩
本
さ
ん
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
2
年
連
続

の
全
国
大
会
出
場
と
な
り
、
今
後
の
活
躍
が
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

広報 えちぜん9 平成29年２月号

町からのお知らせ えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

広報 えちぜん 8平成29年２月号



日　　　　　　　　時 場　　所 対象地区

2 月 1 日 （水） ～ 3 月15日 （水）
（土日・祝日を除く）

午前9時～
午後4時

越前町役場 全 地 区

日　　　　　　　　時 場　　所 対象地区

2 月16日 （木） ～ 3 月15日（水）
（土日を除く）

午前9時～
午後4時

越前町役場 全 地 区

2 月21日 （火） ・22日 （水） 宮崎コミュニティセンター 宮崎地区

2 月23日 （木） ・24日（金） 織田コミュニティセンター 織田地区

3 月 7 日 （火） ・8 日（水） 越前コミュニティセンター 越前地区

　平成28年分の町県民税の申告書や所得税確定申告書などを提出するとき、申告者本人・控除対
象配偶者・控除対象扶養親族・専従者のマイナンバーの記載が必要になります。
　申告者本人は、本人確認書類の提示またはその写しの添付が必要です。

■マイナンバーカードをお持ちの人
　マイナンバーカード（表・裏面）の提示またはその写しの提出が必要です。

■マイナンバーカードをお持ちでない人
　個人番号確認書類と本人確認書類のそれぞれの提示またはその写しの提出が必要です。

町で受付する申告相談の日程

次の申告は税務署でお願いします

申告事前準備のお願い

今までの申告との変更点1

今までの申告との変更点2

個人番号確認書類の例
・個人番号通知カード
・住民票の写し（マイナンバーの記載があるもの）	

どれか1種類

本人確認書類の例
・運転免許証
・パスポート	 どれか1種類
・公的医療保険の被保険者証など

申告にはマイナンバーカードが便利
・マイナンバーカードは、申告会場での番号確認と本人確認に便利です。
・ e-Taxで確定申告書を提出できます（電子申告・納税に利用可能）。
※1　マイナンバーカード対応の ICカードリーダライタとインターネット接続ができるパソコンが必要です。
※2　電子証明書の登録など事前準備が必要です。詳しくは、e-Tax ホームページをご覧ください。

http://www.e-tax.nta.go. jp

　町で受付する確定申告書の送付方法が、今までの紙での送付から e-Tax を利用した電子送信
に変わります。これに伴い、e-Tax を利用するための「利用者識別番号」の取得が必要となり
ます。申告会場で取得することができますが、事前に取得することもできます。

利用者識別番号を取得するためのホームページ
https://kaishi .e-tax.nta.go. jp/SU_APP/lnk/kaishiShinkiKoj in

検　索イータックス

町県民税の申告・所得税の確定申告にはマイナンバーが必要です所得税の還付申告

町県民税の申告・所得税の確定申告

利用者識別番号の取得が必要になります

・自営業などの事業所得の確定申告や青色申告
・譲渡所得（不動産・株式）や山林所得などが含まれる確定申告
・住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を初めて受ける確定申告
・平成27年分以前の確定申告

　申告期間中は、申告会場が大変混雑します。スムーズに申告を済ませるためにも、申告前に自
分でできる準備はしていただき、必要な書類を必ず持参してください。

・農業所得の申告をする人は、収支内訳書の記入（帳簿作成は義務付けられています）
・医療費控除の申告をする人は、受診者ごと・医療機関ごとに領収書の整理・集計
　（生命保険など各種助成金の受領額も集計してください）
・ e-Tax の利用者識別番号の事前取得

みなさんのご協力をよろしくお願いいたします。

問合せ先　税務課　☎34‒8709　　武生税務署　☎22‒0890（自動音声案内）

広報 えちぜん11 平成29年２月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 10平成29年２月号

I n f o r m a t i o nえちぜん



申請方法
①　郵送で申請する場合

マイナンバーの通知に同封された「交付申請書」に署名または記名・押印し、顔写真を添付の上、返信用封筒に
入れて申請してください。顔写真は住民環境課でも撮影することができます。

②　インターネットで申請する場合
マイナンバーの通知に同封された「交付申請書」のQRコードを読み取ります。ホームページにアクセス後、
顔写真のデータとともに申請してください。

受け取り方法
マイナンバーカードの交付申請後、カードを交付する準備が整った人に、町からカード受け取りの案内通知書を
お送りします。通知書をご覧いただき電話で予約をしてお越しください。（必要書類の詳細は別途通知します）窓
口で暗証番号を設定していただき、カードを交付します。
受け取り日時・場所
　日　時　月曜日から金曜日　午前9時～午後4時
　場　所　住民環境課
　※マイナンバーカードは交付申請後交付までに2か月程度かかりますので、あらかじめご了解願います。
マイナンバー総合フリーダイヤル
　☎0120‒95‒0178
　平　日　午前9時30分〜午後8時
　土日祝　午前9時30分〜午後5時30分（年末年始を除く）
マイナンバーカード休日交付のお知らせ
　平日、マイナンバーカードを受け取れない人のために、休日交付窓口を開きます。
　日　時　3月12日（日）　午前9時〜午後4時　
　場　所　住民環境課
　※受付できる人数に限りがありますので、3月10日（金）までに電話で予約状況をご確認ください。

問合せ先　住民環境課　☎34-8708

　マイナンバーカードは、マイナンバーの提示と本人確認が1枚で完了し、e-Tax などで使える電子証明として利
用できます。また住民票・印鑑証明書など各種証明書が自動交付機で発行できる便利なカードです。さらに、4月か
らは、マイナンバーカードでコンビニエンスストアでも住民票と印鑑証明書が、7月には税証明書、戸籍謄抄本が発
行できるようになります。詳しくは、広報3月号でお知らせします。
　マイナンバーカードの申請は、郵送やインターネットで簡単にできます。

マイナンバーカード　ただいま申請受付中

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

　
記
念
館
で
は
展
示
作
業
の
た
め
、
次
の
期
間

休
館
い
た
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

雨
田
光
平
記
念
館
休
館
の
お
し
ら
せ

休
館
期
間

　
2
月
21
日
㈫
〜
3
月
1
日
㈬

問
合
せ
先

　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒

２
６
６
６

休
館
中
問
合
せ
先

　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒

２
２
８
８

通知カード
※切り離して保管
してください

交付申請書

本人が署名、
または記名・押印

申請日を記入

電話番号を記入

顔写真
（縦4.5㎝×横3.5㎝）

を貼付

（表） （裏）

広報 えちぜん13 平成29年２月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 12平成29年２月号

I n f o r m a t i o nえちぜん

　
町
に
は
、
犯
罪
や
非
行
防
止
の
た
め
の
相
談

窓
口
と
し
て
、
丹
生
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
、
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
、
更
生
保
護
活
動
を
行
う
た
め
の

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
活
動
に
取
り
組
む
団
体
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
犯
罪
・
非
行
の
前
歴
の
た
め
定
職

に
就
く
こ
と
が
難
し
い
人
を
、
事
情
を
理
解
し

た
上
で
雇
用
し
、
改
善
更
生
に
協
力
す
る
民
間

の
事
業
主
で
あ
る
「
丹
生
地
区
更
生
保
護
協
力

雇
用
主
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
保
護
観
察
終
了
者
の
う
ち
無
職
者
の
再
犯
率

は
有
職
者
の
約
4
倍
で
、
再
犯
や
再
非
行
に
至

再
犯
防
止
を
支
え
る
協
力
雇
用
主
を
ご
存
知
で
す
か

ら
な
い
た
め
に
は
、
仕
事
に
就
き
、
責
任
あ
る

社
会
生
活
を
送
る
こ
と
で
す
。
犯
罪
や
非
行
を

し
た
人
を
排
除
す
る
ば
か
り
で
は
、
安
全
・
安

心
な
社
会
を
実
現
で
き
ま
せ
ん
。社
会
に
復
帰

し
た
と
き
に
、更
生
の
決
意
を
支
え
、健
全
な
社

会
の
一
員
と
し
て
就
職
の
支
援
を
す
る
協
力
雇

用
主
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
で
約
1
万
4
千
、
町
内
で
16
の

事
業
所
の
協
力
雇
用
主
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

　
丹
生
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
３
６‒

１
１
６
０

犬
の
飼
主
に
は
犬
の
係
留（
※
）義
務
が
あ
り

ま
す

　
最
近
、
町
内
で
犬
の
放
し
飼
い
の
苦
情
が
あ

り
ま
す
。「
福
井
県
動
物
の
愛
護
お
よ
び
管
理

に
関
す
る
条
例
」
第
9
条
で
は
、犬
の
飼
主
は
、

飼
養
す
る
犬
に
よ
る
人
の
生
命
、
身
体
ま
た
は

財
産
に
対
す
る
侵
害
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該

犬
を
係
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

て
い
て
、
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
ル
ー
ル

を
守
り
、
愛
犬
の
命
・
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
マ
ナ
ー
が
大
切
で
す
。

※
係
留
と
は
、
犬
を
柵
、
お
り
そ
の
他
の
逸
走
を
防
止
す
る

た
め
の
囲
い
の
中
で
、
ま
た
は
一
定
の
場
所
で
固
定
し
た

物
に
綱
、
鎖
な
ど
で
確
実
に
つ
な
い
で
飼
養
す
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

飼
主
不
明
の
猫
に
エ
サ
を
与
え
て
い
る
み
な
さ
ん

　

エ
サ
や
り
行
為
は
、
猫
が
際
限
な
く
集
ま

り
、
居
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
近
隣
住
民
に
必
ず

迷
惑
が
及
び
ま
す
。
不
妊
手
術
が
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
繁
殖
し
続
け
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
事
態
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
可
哀
想
だ
か
ら
と
エ
サ
を
与
え
る
だ
け
の
行

為
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

り
、
他
県
で
は
エ
サ
や
り
行
為
者
と
近
隣
住
民

と
の
間
で
、
裁
判
に
ま
で
発
展
し
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　
エ
サ
を
与
え
て
い
る
人
は
、
猫
を
室
内
飼
養

す
る
、
不
妊
手
術
を
す
る
な
ど
、
飼
主
と
同
じ

責
任
を
持
っ
て「
世
話
」を
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課

　
　
☎
３
４‒

８
７
０
８

　
ふ
く
い
動
物
愛
護
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
協
会

　
　
☎
４
２‒

６
０
１
８

　
平
成
28
年
12
月
24
日
か
ら
県
内
の
特
定
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

適
用
さ
れ
る
範
囲
・
改
正
後
賃
金

　
紡
績
業
・
化
学
繊
維
・
織
物
・
染
色
整
理
業

　
　
７
５
６
円
（
改
正
前
：
７
４
０
円
）

　
繊
維
機
械
・
金
属
加
工
機
械
製
造
業

　
　
８
２
９
円
（
改
正
前
：
８
２
１
円
）

募
集
期
間

　
2
月
10
日
㈮
ま
で

閲
覧
場
所

定
住
促
進
課
、
宮
崎
・
越
前
・
織
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

県
内
の
特
定
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た　

越
前
町
空
き
家
等
対
策
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
電
気
機
械
器
具
製
造
業
（
略
称
）

　
　
８
０
６
円
（
改
正
前
：
７
９
０
円
）

　
百
貨
店
・
総
合
ス
ー
パ
ー

　
　
７
９
９
円
（
改
正
前
：
７
９
１
円
）　

問
合
せ
先　
福
井
労
働
局　
賃
金
室

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

２
６
９
１

意
見
の
提
出
方
法

　
郵
送
ま
た
は
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

問
合
せ
先

　
定
住
促
進
課　
☎
３
４‒

８
７
２
７

　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
４‒

１
２
３
６



A word from the international arena...

Vol.121
国際交流室から一言

みやま市の児童と越前町で再会しました
～第22回みやま市・越前町児童交流事業～

交流会「ワールドキッチン in 越前町」

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　1月27日から29日の3日間、福岡県みやま市から児童16人が町を訪問しました。昨年10月に同市
を訪れた町の子どもたちが今度はホスト役を務め、1日目の歓迎式では自分たちで準備したゲーム交
流を一緒に楽しみ、再会を喜びました。
　2日目は、この交流のきっかけとなった「幸若舞」に関する学習をはじめ、水仙の押し花や和太鼓、
越前焼の絵付けなどの体験活動を行いました。児童たちは、両市町混合の班行動の中でお互いの地方
の方言や普段の生活などを話題に仲良くなっていました。最後まで越前町でしかできない体験で両市
町の児童たちは大いに盛り上がりました。
　2泊3日の訪問はあっという間でしたが、両市町の子どもたちにとって思い出深い体験になりました。

　世界の食文化に触れてみませんか？外国出身者のみなさんと一緒に、外国料理の調理と試食をしな
がら交流します。

日　　時	 2月19日（日）
	 午前9時～午後1時30分
場　　所	 越前町生涯学習センター
メニュー	 台湾、メキシコ、モンゴル、チリ、　　

マレーシア、ベトナム料理
定　　員	 調　理 （外国出身者のみなさんと一緒

に調理）30人程度
	 交流会  （できた料理を食べながら交流）
	 　　　　40人程度
参 加 費	 無料
申込締切	 2月10日（金）

平成28年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  12月16日～ 1月15日

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成28年度　白浜（城崎）漁港排水施設改良工事 高 佐 6,588,000 橋本建設㈱ 農林水産課

平成28年度　町道小曽原・江波線災害防除工事 江 波 3,531,600 オタ建設㈱ 建 設 課

平成28年度　都市再生整備計画事業　公園施設整備工事 気 比 庄 16,524,000 斉藤建設㈱ 定住促進課

平成28年度　都市再生整備計画事業　公園照明整備工事 気 比 庄 4,708,800 飛田電気商会 定住促進課

平成28年度　八田地区配水管布設替工事 八 田 2,214,000 ㈱丸安建設 上下水道課

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

男女共同参画・人権のとびら

　1月5日、福井保護観察所（福井春山合同庁舎内）が主催する第66回 “ 社会を明るく
する運動 ” 作文コンテストの表彰式が行われました。
　町から次の6人が入賞しました。

◦優秀賞
　福井保護観察所長賞
　　佐々木心叶さん（織田小6年）

　福井県更生保護事業協会理事長賞
　　三谷　凪咲さん（朝日小6年）

　福井県更生保護女性連盟会長賞
　　恵美　桃佳さん（萩野小6年）
　　三笠　詩乃さん（越前中2年）

◦入　選
　岩本　知樹さん（越前中2年）
　島田　侑季さん（越前中2年）

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

法務省主唱 “ 社会を明るくする運動 ” 作文コンテスト 表彰

Vol.8
更生保護キャラクター

ホゴちゃん

　
今
回
紹
介
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
下
糸
生
地
区
の
牛
若
文
華
さ
ん
で
す
。

　
牛
若
さ
ん
は
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ　
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
ヴ
ィ
ー
タ
に
所
属

し
、
日
々
厳
し
い
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
牛
若
さ
ん
は
、
小
学
3
年
生
の
と
き
に
、
お
母
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

体
験
し
て
楽
し
い
と
感
じ
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

　
小
学
5
年
生
の
と
き
、初
め
て
挑
ん
だ「
第
43
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
」で
、

Ｕ‒

12
の
部
バ
ト
ン
編
成
で
8
位
に
入
賞
し
た
こ
と
が
1
番
の
思
い
出
だ
そ
う
で
す
。
こ

れ
は
、
審
査
基
準
が
第
41
回
大
会
以
降
改
正
さ
れ
て
か
ら
、
県
勢
で
初
の
入
賞
で
し
た
。

　
団
体
競
技
な
の
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
不
可
欠
で
す
が
、
練
習
で
は
な
か
な
か
振
り
が

合
わ
ず
、
ま
た
、
先
生
の
熱
心
な
指
導
に
応
え
ら
れ
な
く
て
辞
め
た
い
と
思
う
こ
と
が
何

度
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
の
魅
力
を
聞
く
と
、「
み
ん
な
で
振
り
を
合
わ
せ
、一
つ
の
演
技

を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
ト
ン
を
通
じ
て
、
集
団
行
動
の
大
切
さ
や

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
両
親
も
「
時
間
の
大
切
さ
を
学
び
、
先
生
の
話
を
集
中
し
て
聞

け
る
よ
う
に
も
な
り
、
難
し
い
こ
と
も
諦
め
ず
に
努
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　
今
後
の
目
標
は
、
2
月
に
「
第
28
回
全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
北
陸
大
会

が
あ
る
の
で
、
一
回
一
回
の
練
習
に
集
中
し
て
、
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
チ
ー
ム

み
ん
な
が
一
丸
と
な
り
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
く
こ
と
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
牛
若
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
も
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

糸生小学校6年

牛若  文華さん
（下糸生地区　バトントワーリング）

みつけた！ わが町の
アスリート

Athlete of Our Town

左から三谷さん、恵美さん、佐々木さん

広報 えちぜん 14平成29年２月号広報 えちぜん15 平成29年２月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ



防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）

☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

平成27年度の鯖江・丹生消防組合　人事行政の運営等の状況

職員数の状況

区分
部門

職　　員　　数 対前年
増減数

主な増減
理由27年度 28年度

消　防 113人 114人 1人 欠員補充

（各年度4月1日現在）

職員の給与の状況

区　　　分 27　年　度
住民基本台帳人口
（H28.3.31現在） 91,651人

歳 出 決 算 額（A） 1,313,576千円
実　 質　 収　 支 39,350千円
人　 件　 費（B） 866,354千円
人件費率（B ／ A） 　　　　66％

⑴ 人件費の状況（一般会計）

※住民基本台帳人口は、構成市町（鯖江市、越前町）の人口です。
※人件費には、職員給与費のほか、議員報酬、退職金、地方公務員共済組合

等負担金などを含みます。

職員の勤務時間・その他の勤務条件

職員の分限・懲戒処分

区　分 1 週間の
勤務時間 勤務時間 休憩時間

毎日勤務 38 時間45 分 8：30 ～ 17：15 12：00 ～ 13：00

交替制
勤　務 38 時間45 分 8：30 ～翌朝8：30

12：00 ～ 13：00
18：00 ～ 19：00
 7：00 ～  7：30

（22：00 ～ 7：00 まで
の間で6時間取得）

⑴ 勤務時間の状況

区　分 内　　　　　　容

年次休暇
労働基準法第39条の規定に基づき与えられる有給による
休暇であり、1年につき最高20日間付与され、前年からの
繰越分を含めると最高40日間になります。

病気休暇

負傷または疾病のために勤務することができない職員に
対し、医師の証明などに基づき、最小限度必要と認めら
れる期間、その治療に専念させる目的で設けられた有給
の休暇です。

特別休暇 結婚、出産、その他特別の事由により、職員が勤務しな
いことが相当である場合に認められる有給の休暇です。

介護休暇

配偶者、子、職員または配偶者の父母などの親族で、負傷、
疾病または老齢により2週間以上にわたり日常生活を営む
のに支障がある者の介護をするため、勤務しないことが
相当である場合に認められる無給の休暇です。

育児休業

3歳に満たない子を養育するため、子が3歳に達する日ま
での期間を限度として、職務に従事しないことを可能に
する制度です。育児休業を取得している期間は、給与は
支給されません。

⑵ 休暇などの概要

処分内容 処分者数 処　　分　　事　　由

休職 1人 心身の故障のため、長期の休養を要する場合

一　　般　　行　　政　　職
平均給料月額 平均年齢
295,500円 38歳　3月

⑶ 職員の平均給料月額および平均年齢の状況
（平成28年4月1日現在）

区　　　　分 組　合 国
一　般
行政職

大学卒 178,200円 178,200円
高校卒 150,500円 146,100円

⑷ 職員の初任給の状況  （平成28年4月1日現在）

区　　　　　　分 28　年　度
職　員　数  (A） 114人

給　与　費

給 料 404,672千円
職 員 手 当 107,016千円
期末・勤勉手当 154,069千円

計（B） 665,757千円
１人あたり（B ／ A） 5,839千円

⑵ 職員給与費の状況（一般会計予算）

※職員手当には、退職手当を含みません。

区　　　　分
経　験　年　数

10年 20年 25年 30年
一　般
行政職

大学卒 − − − −
高校卒 − − − −

⑸ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況   
（平成28年4月1日現在）

※経験年数25年、30年は該当者がいません。
　該当職員が3人以下の区分は、記載しません。

区　分 職　　　　　名 職員数 構成比
1　級 消防副士長、消防士、主事 34人 29.8%
2　級 主査、消防副士長 9人 7.9%
3　級 主任、主査 31人 27.2%
4　級 課長補佐、主任 16人 14.0%
5　級 参事、課長補佐 15人 13.2%
6　級 課長 6人 5.3%
7　級 次長、署長 2人 1.7%
8　級 消防長 1人 0.9%

計 114人 100％

⑹ 一般行政職の級別職員数の状況（総務省：給与実態調査） 
   （平成28年4月1日現在）

期末・勤勉手当
（平成27年度支給割合）

組　　　合 国
期末手当2.60月分
勤勉手当1.60月分 同

職制上の段階、職務の
級等による加算措置有 同

区　分 組　　　　　合 国の制度
との比較

扶養手当

配偶者月額	  13,000円 同
配偶者以外の扶養親族月額	 6,500円 同
配偶者のいない職員の扶養親族のうち1人

月額11,000円 同

扶養親族のうち16歳から22歳までの子1人
につき	  月額5,000円を加算 同

住居手当 月額12,000円を超える家賃の支払者
家賃月額により27,000円を限度に支給 同

通勤手当

交通機関利用者
定期券、回数券など通勤に要する運賃相当額
を支給

同

交通用具使用者　　使用距離により支給 同

⑺ 職員手当の状況 （平成28年4月1日現在）

管理職
手　当

代表的な役職名 職務の級 管理職手当の額
消 防 長 8級 72,300円
次長・署長 7級 61,500円
課 長 6級 55,700円
参 事 5級 41,200円

※55歳超の6級以上職員は、1.5％減額支給しています。

退
　
職
　
手
　
当

区　　分
組　　　合 国の制度

との比較自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 20.445月分 25.55625月分 同
勤続 25 年 29.145月分 34.58250月分 同
勤続 35 年 41.325月分 49.59000月分 同
最高限度額 49.590月分 49.59000月分 同
その他加算

（定年前早期
退職特例措置）

2％～ 20％加算 2％～ 45％
加算

（平成28年4月1日現在）

区　　　分 報　　酬　　年　　額

議
員

議　 長 20,000円
副 議 長 18,000円
議　 員 16,000円

消
　
防
　
団

団  長 90,000円
副 団 長 70,000円
分 団 長 50,000円
副分団長 40,000円
班  長 23,000円
団  員 20,000円

出動報酬 1回につき　　　水火災　　　　　　　2,600円
警戒・訓練等　　　　 2,500円

⑻ 特別職の給料、報酬等の状況   （平成28年4月1日現在）

特殊勤務
手　　当

区　　　　分 全　職　種
職員全体に占める手当支給職員の割合 68.4％
支給職員1人あたり平均支給年額 33,600円
手当の種類（手当数） 5
代表的な手当の名称 救急業務手当

（平成27年度）

時間外
勤務手当

区　　　　分 平成27年度
支給額 18,127千円
職員1人あたりの平均支給年額 218千円

（一般会計）

⑶ 年次休暇の取得状況
　平成27年1月1日から12月31日までの職員の年次休暇の平
均取得日数は、3.3日でした。

⑷ 育児休業の取得状況
　平成27年度に育児休業を新規に取得した職員は0人であ
り、平成26年度と同数でした。

職員の服務
　職員の服務は、その根本基準として、「すべて職員は、全体の奉
仕者として公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当っ
ては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」とされて
います。（地方公務員法（以下「法」という。）第30条）
　さらに、次のような義務、禁止および制限事項が定められてい
ます。

・法令等及び上司の職務上の命令に従う義務（法第32条）
・信用失墜行為の禁止（法第33条）
・秘密を守る義務（法第34条）
・職務に専念する義務（法第35条）
・政治的行為の制限（法第36条）
・争議行為等の禁止（法第37条）
・営利企業等の従事制限（法第38条）

職員研修
　平成27年度の職員の研修は、福井県消防学校での初任教育、
幹部教育および専科教育等に延べ34人、救急救命研修所などで
の専門研修に7人を派遣しました。
　組合独自の研修では、安全運転講習、メンタルヘルス研修など
に延べ2,244人が参加しました。

⑴ 分限処分の状況
　分限処分とは、公務の能率の維持およびその適正な運営の
確保の観点から、職員がその職責を十分に果たすことができ
ない場合に行う処分のことです。

（平成27年度）

⑵ 懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、職務上の義務違反など公務員としてふさわ
しくない非行がある場合に行う処分のことです。
　平成27年度に処分に付された職員はいませんでした。

問合せ先
鯖江・丹生消防組合　総務課　☎54‒9110
http://www.fd-sabaenyu.jp/

職員の福祉
⑴ 福利厚生制度の概要 （平成28年4月1日現在）

　職員の共済制度は、法第４３条に基づいて定められた地方
公務員等共済組合法によって具体的に定められています。共済
制度を運用し、実施する主体は福井県市町村職員共済組合です。
　共済組合では、組合員である職員とその家族の病気・ケガ・
出産・死亡などに対して必要な給付を行う「短期給付事業」、
職員の退職・障害・死亡に対して年金または一時金の給付を行
う「長期給付事業」、健康の保持増進事業や住宅資金の貸付け
などの「福祉事業」の大きく分けて３つの事業を行っています。
　組合では、職員の健康診断を実施しています。また、構成
市の鯖江市が法第４２条の規定に基づき設置した職員による
互助組織「鯖江市職員共済会」が実施する人間ドックや予防
健診助成事業に対して助成を行っています。

⑵ 公務災害補償制度の状況
　職員の公務上の災害に対する補償は、地方公務員災害補償
基金福井県支部に加入し、実施しています。
　平成27年度に公務上のケガによる災害はありませんでした。
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町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん



2月の休館日　6・13・20・27 日　　開館時間　午前9時 〜午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　2月のイベント情報

　越前焼の現代作家が丹精込めて作り上げたこだわりの逸品「酒器」を一堂
に展示。小さな器から生み出される「物語」。酒を酌み交わして作られる「絆」。
様々なシーンで登場する酒器の「心に届く響き」を見つけてください。
会　　期　2月17日（金）～3月26日（日）
　　　　　※期間中休館日：2月20・27日・3月6・13・21日
時　　間　午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）
場　　所　越前陶芸村文化交流会館ロビー
入 場 料　無料	 【展示作品はご購入いただけます】

　ふくい「陶」ネットワーク加盟で東京、大阪、京都、広島、
ペルーのクスコ市などで数多くの個展を展開しているベロ
亭賽窯・岩国英子氏の作品展。作り手から使い手に作品と共
に生き方をも手渡す「ベロ亭やきもの＆詩キャラバン」を、
全国600か所から世界へと繰り広げ、女性ならではの個性
的な発想の豊かさ、 やさしさ、面白さ、物そのものの使いや
すさ、軽さ、愉快さ、 ユニークさをこめた作品を発信。ぜひ
この機会にあなたの手に取って「岩国ワールド」をご体感
ください。他の誰にもない色と形がそこにはあります。

2月28日（火）まで響きあう酒器展
ベロ亭賽窯　岩国英子作品展

問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

「
ま
な
び
舎
で
出
あ
う
郷
土
作
家
展
」

　

町
で
は
伝

統
工
芸
の
越
前

焼
を
は
じ
め
、

様
々
な
分
野
の

作
家
が
在
住
、

ま
た
は
工
房
を

開
き
作
品
制
作
に
励
ん
で
い
ま
す
。
彼
ら
の
作

品
は
個
人
や
団
体
、
時
に
は
作
家
本
人
か
ら
寄

贈
さ
れ
、
公
共
施
設
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
こ
の
よ
う
な
作
品
の
中
か
ら
、
身
近

に
あ
り
な
が
ら
公
開
さ
れ
る
機
会
が
少
な
い
町

立
学
校
所
蔵
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
昔
、
同
じ
学
校
に
通
っ
て
い
た
先
輩
や
教
壇

に
立
っ
て
い
た
先
生
の
作
品
を
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

雨
田
光
平
記
念
館　
企
画
展
の
ご
案
内

期　
　
間

　
3
月
2
日
㈭
〜
20
日
（
月
・
春
分
の
日
）

開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

観
覧
料

　
一
　
般　
１
０
０
円

　
団
　
体
（
20
人
以
上
）　
80
円　

※
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で

す
。
入
館
の
際
、
受
付
で
年
齢
の
わ
か
る

も
の
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

期
間
中
の
休
館
日

　
3
月
6
日
㈪
・
13
日
㈪

問
合
せ
先

　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒

２
６
６
６
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I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ

　
町
文
化
協
議
会
主
催
の「
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー

ト
」を
開
き
ま
す
。

　
町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
音
楽
団
体
に
よ
る

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　
日
頃
の
練
習
成
果
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

日　
時

　
2
月
19
日
㈰　
午
後
0
時
30
分　
開
場

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時　
開
演

場　
所

　
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル
（
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
）

出
演
団
体

　
大
正
琴

　
　
琴
城
流
大
正
琴
（
琴
零
会
）

　
　
　
グ
ル
ー
プ
・
な
で
し
こ
＆
笑
琴
会

　
　
琴
城
流
大
正
琴
（
福
井
水
仙
会
）

　
　
　
水
仙
グ
ル
ー
プ
＆
み
や
び
会

　
合
奏

　
　
え
ち
ぜ
ん
マ
リ
ン
バ
楽
友
会

　
　
ト
ロ
ピ
カ
ー
ナ
越
前

   　
Ｍ
ｅ
ｌ
ｏ
ｄ
ｉ
ｃ 

Ｂ
ｅ
ａ
ｔ 

Ｏ
Ｔ
Ａ

　
　
フ
ジ
オ
カ
リ
ナ
織
田
教
室

　
　
え
ち
ぜ
ん
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
邦
楽
（
尺
八
）

　
　
楓
の
会

　
歌

　
　
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会

　
合
唱

　
　
童
謡　
わ
ら
べ

　
　
越
前
町
民
混
声
合
唱
団（
ニ
ュ
ー
エ
コ
ー
ズ
）

入
場
料　
無
料

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

第
10
回
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー
ト

▲合同合唱 ▲フジオカリナ織田教室のみなさん

　
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
一
億
画

素
の
植
物
の
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
フ
ォ
ト
を
展
示
し

ま
す
。
迫
力
あ
る
植
物
の
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

ボ
タ
ニ
カ
ル
・
フ
ォ
ト
と
は

　
「
ボ
タ
ニ
カ
ル
」
は
「
植
物
学
的
」
と
い
う

意
味
で
す
。
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ア
ー
ト
は
、
植
物

の
姿
を
正
確
、
精
密
に
描
い
た
絵
画
で
、
西
洋

で
発
展
し
、
植
物
図
鑑
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
写
真
は
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
写
す
の
に
適

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
フ
イ
ル
ム
で

の
撮
影
に
は
様
々
な
制
約
が
あ
っ
て
繊
細
な
部

分
の
表
現
は
困
難
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
発
達
に
よ
っ
て
、
精

密
な
撮
影
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
フ
ォ
ト
」
は
、
植
物
の
姿

を
学
術
的
な
用
途
に
も
足
り
る
ほ
ど
正
確
、
精

密
に
撮
影
し
た
写
真
で
、
宮
誠
而
氏
の
造
語
で

す
。
平
成
15
年
6
月
か
ら
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
フ
ォ

　
一
乗
谷
朝
倉

氏
遺
跡
資
料
館

で
、
特
別
公
開

展
「
一
乗
谷
と

越
前
焼
」
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
越
前
焼

を
、
町
の
生
産
地
の
様
相
を
含
め
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
2
月
19
日
㈰
に
は
、
一
乗
谷
朝
倉
氏

遺
跡
を
支
え
た
「
越
前
大
窯
」
と
し
て
、
田
中

照
久
氏
が
越
前
焼
の
魅
力
を
、
小
野
正
敏
氏
が

越
前
窯
が
も
っ
と
も
栄
え
た
戦
国
時
代
の
生
産

地
の
様
相
を
講
演
し
ま
す
。

２
０
１
７
年 

宮
誠
而
「
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
フ
ォ
ト
展
」　
一
億
画
素
植
物
の
世
界

特
別
公
開
展
「
一
乗
谷
と
越
前
焼
」・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ご
案
内

ト
撮
影
技
術
の
研
究
を
開
始
、
10
月
に
は
ほ
ぼ

技
法
を
完
成
さ
せ
、
本
格
的
な
作
品
制
作
を
始

め
ま
し
た
。
現
在
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
フ
ォ
ト
の

技
術
を
応
用
し
た
「
大
和
写
真
」
も
精
力
的
に

制
作
、
発
表
し
て
い
ま
す
。

会　
　
期　
2
月
4
日
㈯
〜
3
月
20
日（
月
・
祝
）

場　
　
所　
植
物
館　
第
1
研
修
室

入
園
料　
大　
人
３
０
０
円

　
　
　
　
　
中
高
生
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生
１
０
０
円

問
合
せ
先　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
１
２
０

特
別
公
開
展
「
一
乗
谷
と
越
前
焼
」

会　
　
期　
3
月
14
日
㈫
ま
で

フ
ォ
ー
ラ
ム

「
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
を
支
え
た『
越
前
大
窯
』」

日　
　
時　
2
月
19
日
㈰　
午
後
1
時
～
4
時
30
分

	

　
（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
）

場　
　
所　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

　
　
　
　
　
（
福
井
市
安
波
賀
町
）

観
覧
料　
１
０
０
円
（
団
体
80
円
）

　
　
　
　
　
（
高
校
生
以
下
と
70
歳
以
上
は
無
料
）

問
合
せ
先　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館　
　

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

４
１‒

２
３
０
１

　
現
在
の
七
草
が
ゆ
は
1
月
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
当
園
で
は
春
の
野
花
が
芽
吹
き
始
め
る

早
春
、
旧
暦
の
七
草
に
ち
な
ん
で
2
月
上
旬
に

来
園
さ
れ
た
お
客
様
に
七
草
が
ゆ
を
振
る
舞
い

ま
す
。こ
の
機
会
に
春
の
七
草
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

日　
　
時　
2
月
4
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
2
時

入
園
料　
大　
人
３
０
０
円

　
　
　
　
　
中
高
生
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生
１
０
０
円

春
の
七
草
が
ゆ
を
楽
し
も
う

問
合
せ
先　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
１
２
０



一期一会御恩の中で生きた過去	 山田千栄子
二人旅並ぶシートにお茶二つ	 松村　典子川 柳 さわやかな風里山を吹き抜ける	 冨田コズヱ

新春の風に今年の幸祈る	 渡辺　照子川 柳

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド

※番組は予告なく変更されることがありますので、
ご了承ください。

※その他の番組の放送予定は、電話または丹南ケー
ブルテレビのホームページでご確認ください。

問合せ先  丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課
　　　　  ☎51−0101   Eメール／ smiletv@t-catv.co.jp
　　　　  URL／ http：//www.t-catv.co.jp

2月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※越前町いきいき情報局のバック
ナンバーは、町公式動画チャン
ネルでご覧いただけます。

図　書　館　だ　よ　り

図書館臨時休館のお知らせ

織田分館に新しいDVDが入りました

　町立図書館と越前分館は、下記の期間、蔵書点検のため休館します。
　蔵書点検は、図書があるべき場所に収まっているか、行方不明のものがないかなどを点検する作業です。
　利用者のみなさんにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

　織田分館の視聴覚コーナーでは、「インサイド・ヘッド」や「ミニオンズ」など、
子どもたちに人気のある映画作品などのDVDを視聴することができます。
　今回、新しく入ったDVDをご紹介します。
　みなさんのご利用をお待ちしています。

問合せ先　　町立図書館　☎34–0395　　　宮 崎 分 館　☎32–7712
　　　　　　越 前 分 館　☎37–7713　　　織 田 分 館　☎36–2288

■「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！
所得税確定申告・住民税申告
【2月4日㈯～2月17日㈮】
町長選挙・町議会議員選挙
【2月18日㈯～3月3日㈮】

■「黒沢博の歌チカラ♪」
越前町社会福祉センター編
【2月25日㈯～3月3日㈮】

■「Jr.＋（ジュニアプラス）」
福井県日吉太鼓
【2月11日㈯～2月17日㈮】

■「丹南キッズ〜ことばのタイムカプセル〜」
朝日西保育所
【2月25日㈯～3月3日㈮】

越 前 分 館　2月13日（月）〜 15日（水）の3日間
町立図書館　2月20日（月）〜 23日（木）の4日間

※図書の返却は、ブックポストなどをご利用ください。

図書館休館期間

新しいDVD
・アーロと少年　　・ズートピア　　・ちびまるこちゃんシリーズ

▲織田分館の視聴覚コーナー
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I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ得々情報

　町観光連盟ではテーマ別に越前町を楽しむツアーを企画しています。
　今回催行するツアーのテーマは「マイ味噌づくり」と「白山開山1300年記念パワースポット巡り」です。

　世界遺産にも登録された「日本食」にはかかせ
ない味噌。このツアーでは、味噌や麹のもつパ
ワーや女性にうれしい効果を楽しく学びながら

「マイ味噌」づくりを体験できます。味噌作りの
後は、老舗料亭「小西亭」が、本格的なダシの取
り方から味噌汁の作り方までお教えします。若い
女性はもちろん、ベテラン主婦のみなさんも必見
です。

日　時　2月26日（日）
	 午前10時〜正午頃（昼食後解散）

場　所　あさひ愛農園

料　金　4,500円
	 （作った「マイ味噌」 （2kg）お持ち帰り + お弁当付）

定　員　15人

　毎年人気の朝日の秘仏ツアー。今年は白山開山1300年を記念
し、県内に範囲を広げ、白山を開山したと言われる泰澄大師ゆ
かりの地を巡るバスツアーを催行します。各所で学芸員や現地
ガイドの説明もあります。町にゆかり多い泰澄大師に思いをは
せて県内のパワースポットを巡りませんか。

日　時　3月25日（土）午前9時～午後5時30分

料　金　6,000円（昼食込）

定　員　40人

行　程　福井駅東口（集合）→朝日観音福通寺→
	 道の駅「パークイン丹生ヶ丘」→大谷寺→
	 泰澄の杜（昼食）→泰澄寺（福井市）→
	 平泉寺（勝山市）→福井駅（解散）

ローカルに密着した旅行「ロコ旅ツアー」

寒仕込み味噌づくり体験と老舗料亭「小西亭」が教える
本格ダシからとる味噌汁づくり

泰澄大師ゆかりの地を巡る
白山開山1300年パワースポット巡りバスツアー

問合せ先　（一社）越前町観光連盟　☎37‒1234



それぞれの過去は得難いものばかり	 司辻　文子
温かい友情の風ありがとう	 向当みつ子川 柳 旅は友人の情けで動き出す	 武藤　久子

残る人生運に任せて風まかせ	 山内　千代川 柳

こちら健康増進係第19回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

　これまで、腎臓についてお話してきました。
　今月は、腎臓を守るためのポイントの1つである ｢減塩のコツ｣ をお話します。

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

「減塩のコツ」減塩食品

子　育　て　ア　ド　バ　イ　ス

問合せ先　福祉課　☎34‒8725

どんなことでもいいのです

　毎日必ず子どもを誉めてあげてください

　「大好きよ」と言ってあげてください

『子どもが育つ魔法の言葉』
著　ドロシー・ロー・ノルト
訳　石井千春　武者小路実昭
　　　　　　　　　　　より

　
言
葉
や
発
達
が
ゆ
っ
く
り
だ
と
思
わ
れ
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
個
別
相
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
特
性
に
合
わ
せ
た
支

援
を
、
こ
こ
ろ
の
先
生
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

日　
　
時　
2
月
14
日
㈫　
午
後
1
時
〜
4
時

場　
　
所　
朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

「
子
ど
も
の
発
達
相
談
会
」
の
ご
案
内

対
象
者　
18
歳
未
満
の
人

ス
タ
ッ
フ　
臨
床
心
理
士

相
談
時
間　
約
30
分
〜
1
時
間
の
個
別
相
談

料　
　
金　
無
料

申
込
み　
予
約
制

問
合
せ
先　
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
つ
ら
い
気
持
ち
を
ひ
と
り
で
抱
え
て
い
ま
せ

ん
か
？

　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
話
を
す
る
こ
と
で
、
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
家
族
み
な

さ
ん
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

日　
　
時　
2
月
27
日
㈪

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

「
心
を
い
や
す
相
談
会
」
の
ご
案
内

場　
　
所　
越
前
町
役
場　
別
館

内　
　
容　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
相
談
時
間
は
、
一
人
45
分
程
度

　
　
　
　
　
（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。）

料　
　
金　
無　
料

申
込
み　
予
約
制
（
匿
名
可
）

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
０

子どもが育つ魔法の言葉

　｢減塩｣ のために、 ｢うす味にしましょう｣ ｢調味料を控えましょう｣ と言われ、料理がおいしくなくなっ
たとあきらめた人や、どれだけ減らせばいいかわからなかった人が多いのではないでしょうか。
　しかし、｢減塩｣ は腎臓を守るだけでなく、全身の血管を守ることができます。日本人の食事摂取基準
では、1日の塩分は男性8g、女性7g が推奨されていますが、日常の食事では10g 以上摂っている人が
多いのが現状です。
　そこで、｢減塩食品｣ をご紹介します。現在、「減塩食品」は100種類以上あり、同じ分量でも「減塩食品」
に変えるだけで簡単に減塩ができます。例えば、朝食1食分を「減塩食品」に変えて作ってみると、次
のようになります。

今までの食品

ごはん	 150g

みそ汁	 小松菜………… 20g
	 油揚げ………… 10g
	 味噌…………… 10g	 1.2g

目玉焼き	 卵……………… 50g
	 塩……………… 0.5g	 0.5g
	 油……………… 0.5g
	 トマト………… 20g
	 ブロッコリー… 30g
	 塩……………… 0.2g	 0.2g

おは漬け	 白菜…………… 50g
	 きゅうり……… 10g
	 塩……………… 0.5g	 0.5g

塩分合計 … ……………… 2.4ｇ／食

塩分

越前さん家の朝ごはん

減塩食品を使った場合

ごはん	 150g

みそ汁	 小松菜………… 20g
	 油揚げ………… 10g
	 減塩味噌……… 10g	 0.9g

目玉焼き	 卵……………… 50g
	 減塩しお……… 0.5g	 0.2g
	 油……………… 0.5g
	 トマト………… 20g
	 ブロッコリー… 30g
	 減塩しお……… 0.2g	 0.1g

おは漬け	 白菜…………… 50g
	 きゅうり……… 10g
	 減塩しお……… 0.5g	 0.3g

塩分合計 … ……………… 1.5ｇ／食

塩分

　日常の献立の分量を変えずに ｢減塩食品｣ を利用
しただけで、塩分を2.4ｇから1.5ｇに、約1ｇ減ら
すことができました。
　｢減塩食品｣ を試してみたい人は、健康保険課の管
理栄養士までご連絡ください。

　
昨
年
の
夏
に
、
麻
し
ん
の
流
行
が
大
き
な
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
麻
し
ん
は
感
染
力
の
強
い

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
、
脳

炎
な
ど
重
い
合
併
症
と
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
特
効
薬
は
な
く
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
予
防

で
き
る
病
気
で
す
。
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
人

は
、
体
調
が
良
い
と
き
に
忘
れ
ず
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

対
象
者

①
1
歳
か
ら
2
歳
に
な
る
ま
で
の
お
子
さ
ん

（
第
1
期
）

②
小
学
校
入
学
予
定
（
平
成
22
年
4
月
2
日

〜
23
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
の
お
子
さ
ん

（
第
2
期
）

※
②
の
対
象
者
は
、
3
月
31
日
㈮
が
接
種
期
限

で
、
4
月
1
日
以
降
の
接
種
は
有
料
（
約

1
万
円
）
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
０

広報 えちぜん23 平成29年２月号 広報 えちぜん 22平成29年２月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために



一歩ずつまだ晩学の旅なかば	 原　　榮子
被災地を過去にはできぬ子の未来	 木下百合子川 柳 広報 えちぜん 24平成29年２月号広報 えちぜん25 平成29年２月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

あ さ が お 保 育 園  2 月14日（火） 34－1110

あ さ ひ 保 育 所  2 月15日（水） 34－0081

朝 日 西 保 育 所  2 月15日（水） 34－5602

朝 日 南 保 育 所  2 月16日（木） 34－1614

宮 崎 中 央 保 育 所  2 月13日（月） 32－2067

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32－3014

小 曽 原 保 育 所  2 月22日（水） 32－2039

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37－0305

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 わ せ 37－1354

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36－0160

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0251

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36－0396

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
1
月
15
日
現
在
）

（
1
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（1月1日現在）

　

1
月
14
日
・
15
日
に
開
か
れ
た
「
第
42
回
水
仙

ま
つ
り
」
の
一
コ
マ
で
す
。
水
仙
娘
が
手
渡
し
で

行
う
越
前
水
仙
の
無
料
配
布
の
後
の
、
あ
る
ご
家

族
と
の
記
念
撮
影
の
様
子
で
す
。

　

撮
影
日
は
、
終
日
雪
が
舞
い
、
凍
え
る
よ
う
な

寒
さ
で
し
た
が
、
水
仙
娘
3
人
と
お
子
さ
ん
た
ち

の
顔
は
自
然
と
ほ
こ
ろ
び
、
場
を
温
か
い
雰
囲
気

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

水
仙
は
、
銀
の
盃
台
に
金
の
酒
杯
を
乗
せ
た
よ

う
な
姿
か
ら
「
金き
ん

盞せ
ん

銀ぎ
ん

台だ
い

」
と
も
呼
ば
れ
、
生
け

花
の
花
材
や
茶
花
と
し
て
好
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
き
ら
び
や
か
な
名
前
と
裏
腹
に
、
寒
風
に
耐

え
な
が
ら
も
身
を
寄
せ
合
い
な
が
ら
咲
く
姿
は
、

健
気
で
い
じ
ら
し
く
、
心
に
響
く
美
し
さ
が
あ
り

ま
す
。

　

12
月
号
の
広
報
を
読
ま
れ
た
人
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
新
し
い
家
族
で
す
」
の
記
事
の
中
に
双
子
が
1

組
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
一
人
は
上
段
、
一
人
は

下
段
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
双
子
な
ら
ば
、
隣
に

並
べ
て
掲
載
す
べ
き
、
と
い
う
ご
意
見
で
す
。
指
摘

を
受
け
る
ま
で
気
づ
か
ず
、
は
っ
と
し
ま
し
た
。

　

広
報
の
校
正
は
、
文
字
や
レ
イ
ア
ウ
ト
校
正
だ

け
で
は
な
い
と
、
改
め
て
思
い
、
気
を
引
き
締
め

な
お
し
た
次
第
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
意
見
欄

に
ご
記
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

人　口	 22,390人

　男	 10,829人
　女	 11,561人
世帯数	 7,299戸

（前月より23人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

西
田
中	

三
田
村
和
清
さ
ん
（
91
歳
）

西
田
中	

重
山　

眞
砂
さ
ん
（
93
歳
）

朝　

日	

冨
山　

強
治
さ
ん
（
87
歳
）

気
比
庄	

德
橋　

榮
子
さ
ん
（
83
歳
）

乙　

坂	

清
水　

春
子
さ
ん
（
93
歳
）

栃　

川	

寺
下　

行
枝
さ
ん
（
92
歳
）

栃　

川	

山
田　

靜
枝
さ
ん
（
95
歳
）

下
糸
生	

﨑　

清
子
さ
ん
（
90
歳
）

大
谷
寺	

田
中　

こ
ん
さ
ん
（

100
歳
）

天　

谷	

坂
下　

秋
子
さ
ん
（
95
歳
）

小
曽
原	

宮
川
知
惠
子
さ
ん
（
90
歳
）

江　

波	

向
當
マ
サ
ヲ
さ
ん
（
91
歳
）

江　

波	

小
山
シ
ゲ
ヲ
さ
ん
（
95
歳
）

樫　

津	

山
田　

一
夫
さ
ん
（
71
歳
）

舟　

場	

岡
田　

長
栄
さ
ん
（
83
歳
）

小　

樟	

中
島　

正
男
さ
ん
（
75
歳
）

道　

口	

山
本　
　

満
さ
ん
（
70
歳
）

道　

口	

姉
﨑　

ハ
ナ
さ
ん
（
96
歳
）

　

厨	

清
水　

昌
博
さ
ん
（
69
歳
）

　

厨	

橋
本　
　

示
さ
ん
（
88
歳
）

平　

等	

田
中　

り
を
さ
ん
（

103
歳
）

四
ツ
杉	

関　
　

清
子
さ
ん
（
92
歳
）

萩　

野	

小
塙　

剛
明
さ
ん
（
75
歳
）

編
集
後
記

気
比
庄	

木き
の

下し
た　

永え

菜な

（
正
浩
、
女
）

栃　

川	

岡お
か

田だ　

真ま
な

大と

（
真
実
、
男
）

天　

王	

高た
か

橋は
し　

英え
い

佑す
け

（
啓
太
、
男
）

小
曽
原	

竹た
け

内う
ち　
　

悠ゆ
う

（
剛
、
男
）

江　

波	

中な
か

野の

亜あ

莉り

沙さ

（
浩
平
、
女
）

小　

樟	

京
き
ょ
う
谷や　

幸こ

呼こ

（
宗
雅
、
女
）

小　

樟	

増ま
す

田た　
　

絆
き
ず
な（

充
宏
、
男
）

　

厨	

木き

村む
ら

優ゆ

希き

乃の

（
和
央
、
女
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
44

―
大
谷
寺 

編
―

越
知
山
大
谷
寺
の
境
内
に
ふ
た
り
は
い
る
。

Ｅ
子	

蓮は
す

糸い
と

曼ま
ん

荼だ

羅ら

、
す
ご
か
っ
た
で
す
。
あ
れ
っ
、
そ
の

隣
に
あ
る
の
は
？

学
Ｈ	

こ
ち
ら
は
、
平
成
に
な
っ
て
新
し
く
作
ら
れ
た
蓮

糸
曼
荼
羅
で
す
。
実
際
に
蓮
糸
と
絹
糸
で
織
り
上

げ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子	

中
央
に
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
の
が
、
十
一
面
観

音
で
す
か
。

学
Ｈ	

そ
う
で
す
。
左
脇
に
い
る
の
が
泰た

い

澄ち
ょ
う

大だ
い

師し

で
す
ね
。

泰
澄
が
十
一
面
観
音
を
感
得
し
た
時
の
シ
ー
ン
に

な
り
ま
す
。

Ｅ
子	

と
こ
ろ
で
、
こ
ち
ら

の
焼
物
の
欠
片
は
、

何
で
す
か
？（
写
真

1
）

学
Ｈ	

こ
れ
は
、
大お

お

谷た
ん

寺じ

遺い

跡せ
き

で
出
土
し
た
古
代

の
土
器
で
す
。

Ｅ
子	

す
ご
い
。
ど
こ
で
出

た
ん
で
す
か
？

学
Ｈ	

こ
の
大
谷
寺
の
裏
山

で
す
。
地
元
で
は
裏
山
の
こ
と
を
元も

と

越お

知ち

山さ
ん

と
言

い
ま
す
。

Ｅ
子	

越
知
山
と
言
っ
た
ら
、
こ
の
前
に
行
っ
た
越
知
山

で
す
か
。

学
Ｈ	

い
い
え
、違
う
越
知
山
に
な
り
ま
す
。標
高
６
１
２

メ
ー
ト
ル
の
高
い
方
の
越
知
山
と
区
別
し
て
、
元

が
つ
き
ま
す
。そ
の
元
越
知
山
の
山
頂
は
、標
高
約

２
０
０
メ
ー
ト
ル
で
す
。山
頂
に
は
、学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
く
ら
い
の
広
さ
の
平
坦
面
が
あ
っ
て
、
巨

大
な
古
代
の
お
寺
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｅ
子	

そ
こ
か
ら
、こ
の
土
器
が
。

学
Ｈ	

は
い
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
。

十
年
程
前
に
発
掘
調
査
を
し
た
の
で
す
が
、
大
量

の
平
安
時
代
の
土
器
が
出
ま
し
た
。

Ｅ
子	

こ
れ
全
部
、平
安
時
代
の
も
の
で
す
か
。

学
Ｈ	

こ
こ
に
並
ん
で
い
る
の
は
、
西
暦
８
６
０
年
か
ら

９
３
０
年
ま
で
の
時
期
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
子
は
土
器
を
手
に
取
り
、ま
じ
ま
じ
と
眺
め
る
。

Ｅ
子	

あ
っ
、何
か
書
い
て
あ
る
。

学
Ｈ	

分
か
り
ま
し
た
か
。こ
れ
は
、墨
書
土
器
と
い
っ
て
、

墨
で
字
の
書
い
て
あ
る
土
器
ば
か
り
で
す
。

Ｅ
子	

ん
？
神
？

学
Ｈ	

正
解
。神
っ
て
る
で
し
ょ
う
。こ
の
土
器
は
須す

恵え

器き

と
い
う
焼
物
で
、
お
椀
で
す
。
そ
の
裏
側
に「
神
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す（
写
真
2
）。
2
点
も
出
土
し

て
い
ま
す
。

Ｅ
子	

あ
れ
、お
寺
な
の
に
、な
ぜ
神
な
ん
で
す
か
。

学
Ｈ	

な
ぜ
で
し
ょ
う
。

Ｅ
子	
あ
っ
、神
仏
習
合
！

学
Ｈ	
そ
う
で
す
。
出
土
品
に
は
、

僧
が
写
経
の
時
に
使
っ

た
道
具
が
た
く
さ
ん
混

じ
っ
て
い
る
の
で
、
お
寺

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
そ
こ
に
、
神
と
い
う

土
器
が
出
て
く
る
と
い
う

こ
と
は
、
お
寺
で
神
祀
り
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。実
際
に
神
の
土
器
が
出
た
場
所
か
ら
は
、白

山
が
と
て
も
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。

Ｅ
子	

白
山
の
神
に
対
し
て
、
捧
げ
物
を
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。

学
Ｈ	

お
そ
ら
く
、そ
う
で
し
ょ
う
ね
。そ
う
い
う
意
味
で
、

神
の
器
だ
と
言
え
ま
す
。『
泰た

い

澄ち
ょ
う

和か

尚し
ょ
う

伝で
ん

記き

』
に
よ

る
と
、
泰
澄
は
越
知
山
や
こ
の
大
谷
寺
あ
た
り
で

修
行
し
て
い
て
、そ
の
後
、白
山
の
神
に
誘
わ
れ
て

白
山
に
向
か
い
ま
す
。そ
れ
が
奈
良
時
代
の
、養
老

元
年（
七
一
七
）の
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子	

だ
か
ら
今
年
が
白
山
開
山
１
３
０
０
年
と
い
う
記

念
の
年
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

学
Ｈ	

は
い
。

　
戦
後
、勝
山
市
白
山
神
社
の
宮
司
・
平
泉

澄
氏
に
よ
っ
て
、『
泰た

い

澄ち
ょ
う

和か

尚し
ょ
う

伝で
ん

記き

』
が
広

く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
平
泉
氏
は
、『
泰
澄

和
尚
伝
記
』
の
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る

金
沢
文
庫
本
に
つ
い
て
、「
金
沢
文
庫
は
泰

澄
に
何
ら
の
利
害
関
係
も
な
い
た
め
、
こ

の
写
本
は
潤
色
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
さ

れ
る
」（
平
泉
一
九
五
三
）
と
述
べ
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、平
安
時
代
中
期
に
書
か
れ
た

内
容
が
そ
の
ま
ま
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い

る
と
、考
え
た
の
で
す
。

　

こ
の
平
泉
氏
の
見
解
に
つ
い
て
、
後
世

の
研
究
者
た
ち
は
厳
し
く
批
判
し
ま
し

た
。
そ
の
多
く
は
、『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
の

記
述
に
後
世
の
潤
色
が
多
分
に
認
め
ら

れ
る
た
め
、「「
泰
澄
和
尚
伝
」
の
成
立
を

一
三
世
紀
中
葉
頃
と
想
定
す
る
」（
浅
香

一
九
八
四
）、「
作
為
的
意
図
に
よ
り
、天
徳

元
年（
九
五
七
）三
月
二
四
日
の
日
付
け
を

記
入
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」（
重

松
一
九
八
五
）な
ど
、天
徳
元
年
に
成
立
し

た
史
料
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
も
の

で
す
。

　

中
に
は
、「『
続
日
本
紀
』
一
巻
が
座
右

に
あ
れ
ば
口
授
者
は
泰
澄
の
伝
記
に
こ

う
い
っ
た
細
工
が
容
易
に
で
き
る
」（
下

出
一
九
六
二
）、「「
泰
澄
和
尚
伝
」
の
祖

本
と
主
張
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る「
天
徳
本
」

の
存
在
は
疑
わ
し
く
、
口
授
者
を
浄

じ
ょ
う

蔵ぞ
う

と
す
る
の
も
仮
託
に
す
ぎ
な
い
」（
浅
香

一
九
八
四
）と
、『
泰
澄
和
尚
伝
記
』を
後
世

に
作
ら
れ
た
偽
書
と
す
る
見
解
も
見
え
ま

す
。つ
い
に
は
、泰
澄
は
存
在
し
な
か
っ
た

と
主
張
す
る
研
究
者
も
い
ま
す
。

　
た
し
か
に
、金
沢
文
庫
本『
泰
澄
和
尚
伝

記
』
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
明
ら
か
に

後
世
に
加
色
さ
れ
た
部
分
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
点
で
、
平
安
時
代
中
期
に
浄
蔵

が
語
っ
た
内
容
が
そ
の
ま
ま
金
沢
文
庫
本

に
保
持
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
の

が
実
状
で
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ

て
、『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
に
書
か
れ
た
内
容

の
全
て
が
事
実
と
異
な
る
も
の
と
考
え
て

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
立
命
館
大
学
の
本

郷
真
紹
氏
は
、「
後
世
の
潤
色
は
否
定
で
き

な
い
も
の
の
、
奈
良
時
代
の
段
階
で
伝
の

基
礎
と
な
っ
た
何
ら
か
の
事
実
は
存
在
し

た
」（
本
郷
一
九
九
三
）
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。わ
ず
か
な
が
ら
も
、泰
澄
に
関
す
る
事

実
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、

考
え
て
い
ま
す
。で
は
、『
泰
澄
和
尚
伝
記
』

の
内
容
の
う
ち
、
ど
の
部
分
が
奈
良
時
代

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
の
秋
、織
田
文
化
歴
史
館
で
は
、泰

澄
や
白
山
信
仰
を
テ
ー
マ
と
す
る
企
画
展

覧
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
展
示

の
中
で
、『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
を
め
ぐ
る
諸

問
題
に
つ
い
て
、
私
た
ち
の
見
解
を
示
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
織
田
文
化
歴
史
館　
学
芸
員　
村
上
雅
紀
）

引
用
・
参
考
文
献

浅
香
年
木「『
泰
澄
和
尚
伝
』試
考
」『
古
代
文
化
』

第
三
六
巻
第
五
号　
一
九
八
四
年

重
松
明
久「『
泰
澄
和
尚
伝
記
』の
成
立
」『
歴
史

へ
の
視
点
』桂
書
房　
一
九
八
五
年

下
出
積
與「
泰
澄
和
尚
伝
説
考
」『
日
本
古
代
史

論
集
』上
巻　
一
九
六
二
年

平
泉
澄「
泰
澄
和
尚
伝
記
考
」『
泰
澄
和
尚
伝
記
』

一
九
五
三
年

本
郷
真
紹「
泰
澄
と
白
山
信
仰
」『
福
井
県
史
』通

史
編
一　
一
九
九
三
年

泰
澄
の
伝
記
3
　
金
沢
文
庫
本『
泰
澄
和
尚
伝
記
』を
め
ぐ
る
諸
問
題

え
ち
ぜ
ん
年
代
記 

第
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三
十
六
回
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詩
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
　
賞

越
前
中
学
校	

三
年	

高　
矢　
清　
香

「
す
い
せ
ん
の
言
葉
」

す
い
せ
ん
が

届
け
て
く
れ
る

甘
い
香
り

そ
れ
は
水
仙
の
小
さ
な
主
張

私
は
こ
こ
に
い
る
ん
だ
よ
っ
て

私
は
こ
こ
で
咲
い
て
る
よ
っ
て

み
ん
な
に
見
て
い
て
ほ
し
い
か
ら

す
い
せ
ん
が

届
け
て
く
れ
る

甘
い
香
り

そ
れ
は
水
仙
か
ら
の
贈
り
物

大
し
た
も
の
は
あ
げ
ら
れ
な
い
け
ど

こ
の
く
ら
い
な
ら
あ
げ
ら
れ
る
っ
て

み
ん
な
に
和
ん
で
ほ
し
い
か
ら

す
い
せ
ん
が

届
け
て
く
れ
る

甘
い
香
り

そ
れ
は
水
仙
が
教
え
て
く
れ
る
冬
の
訪
れ

寒
い
季
節
が
や
っ
て
き
た
よ
っ
て

あ
た
た
か
い
格
好
し
て
い
て
ね
っ
て

み
ん
な
に
元
気
で
い
て
ほ
し
い
か
ら

風
に
の
っ
て

わ
た
し
に
届
く

す
い
せ
ん
達
の

あ
た
た
か
い
言
葉

俳
句
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

大
　
賞

丹
生
高
等
学
校	

二
年	

宮　
下　
尚　
翔

「
親
友
に
水
仙
そ
え
て
お
く
る
文
」

奨
励
賞

福
井
県
立
盲
学
校	

一
年	

小　
林　
倫　
大

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

三
年	

松　
村　
成　
華

佳
　
作

埼
玉
県
所
沢
高
等
学
校

	

二
年	

清　
水　
彩　
乃

丹
生
高
等
学
校	

一
年	

高　
原　
紀　
洋

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

二
年	

斎　
藤　
夏　
美

俳
句
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
　
賞

福
井
県
福
井
市		



山　
内　
て
る
こ

「
水
仙
や
文
箱
に
残
る
母
の
文
字
」

奨
励
賞

福
井
県
敦
賀
市		



中　
井　
一　
雄

愛
知
県
名
古
屋
市		



志　
村　
紀　
昭

佳
　
作

神
奈
川
県
横
浜
市		



岡　
部　
晋　
一

滋
賀
県
長
浜
市		



東　
野　
　
　
了

静
岡
県
静
岡
市		



山　
下　
修　
身

俳
句
部
門 
（
小
学
生
の
部
）

大
　
賞

織
田
小
学
校	
五
年	
泉　
　
　
初　
音

「
す
い
せ
ん
や
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
土
の
中
」

奨
励
賞

朝
日
小
学
校	

三
年	

三　
谷　
羽　
奈

朝
日
小
学
校	

六
年	

月　
田　
拓　
真

佳
　
作

若
狭
町
瓜
生
小
学
校	

四
年	

平　
岡　
満　
音

城
崎
小
学
校	

五
年	

佐
々
木　
颯　
大

織
田
小
学
校	

三
年	

谷　
口　
遥　
紀

俳
句
部
門 

（
中
学
生
の
部
）

大
　
賞

織
田
中
学
校	

二
年	

駒　
野　
巧　
実

「
ふ
る
さ
と
へ
越
前
が
に
と
手
紙
添
え
」

奨
励
賞

福
井
市
安
居
中
学
校	

一
年	

堂　
下　
な
ご
み

宮
崎
中
学
校	

二
年	

帰　
山　
莉　
瑠

佳
　
作

朝
日
中
学
校	

三
年	

髙　
橋　
春　
仁

宮
崎
中
学
校	

三
年	

齋　
藤　
優　
太

宮
崎
中
学
校	

三
年	

武　
藤　
拓　
真

詩
部
門 

（
小
学
生
の
部
）

大
　
賞

朝
日
小
学
校	

五
年	

時　
田　
莉　
心

「
水
仙
と
郵
便
や
さ
ん
」　

今
日
は
風
の
郵
便
や
さ
ん
が
来
て

手
紙
を
み
ん
な
に
運
ん
で
い
た

ふ
う
と
う
を
開
け
た
ら

「
も
う
少
し
で
冬
で
す
よ
。」

と
書
い
た
手
紙
と

い
つ
も
よ
り
冷
た
い

風
が
入
っ
て
い
た

私
は
初
め
て
の
冬
が
楽
し
み
に
な
っ
た

今
日
は
海
の
郵
便
や
さ
ん
が
来
て

手
紙
を
み
ん
な
に
運
ん
で
た

ふ
う
と
う
を
開
け
た
ら

「
も
う
少
し
で
雪
が
ふ
る
よ
。」

と
書
い
た
手
紙
と

少
し
だ
け
固
ま
っ
て
い
る

氷
と
海
水
が
入
っ
て
い
た

私
は
初
め
て
の
氷
を

さ
わ
っ
た
り
見
た
り
し
た

冬
が
も
っ
と
も
っ
と
楽
し
み
に
な
っ
た

今
日
は
雪
の
郵
便
や
さ
ん
が
来
て

手
紙
を
み
ん
な
に
運
ん
で
た

ふ
う
と
う
を
開
け
た
ら

「
今
日
か
ら
冬
だ
よ
。」

と
書
い
た
手
紙
と

楽
し
み
に
し
て
た

雪
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
た

私
は
は
っ
と
し
て
顔
を
上
げ
る
と

雪
が
広
が
っ
て
い
た

私
は
初
め
て
の
冬
に
胸
を
高
鳴
ら
せ
た

次
の
日
起
き
た
私
は
目
を
輝
か
せ
た

私
と
み
ん
な
の
周
り
に
は

真
っ
白
い
雪
が
つ
も
っ
て
い
た

そ
し
て
み
ん
な
は

黄
色
と
白
と
緑
の
美
し
い

花
を
咲
か
せ
て
笑
っ
て
い
た

私
は
ず
っ
と
冬
が
終
わ
り
ま
せ
ん
よ
う
に

と
静
か
に
つ
ぶ
や
い
た

 奨
励
賞

奈
良
県
郡
山
南
小
学
校	

二
年	

今　
西　
航　
平

四
ヶ
浦
小
学
校	

四
年	

濵　
本　
さ
く
ら

佳
　
作

朝
日
小
学
校	

三
年	

木　
下　
　
　
凉

糸
生
小
学
校	

五
年	

安　
井　
祐　
陽

四
ヶ
浦
小
学
校	

四
年	

稲　
川　
喜　
乙

四
ヶ
浦
小
学
校	

六
年	

川　
崎　
穏　
生

奨
励
賞

朝
日
中
学
校	

二
年	

渡　
邉　
優　
衣

越
前
中
学
校	

三
年	

北　
川　
　
　
海

佳
　
作

宮
崎
中
学
校	

一
年	

勝　
山　
巧　
海

織
田
中
学
校	

三
年	

佐
々
木　
湧　
仁

越
前
中
学
校	

二
年	

竹　
内　
友　
花

越
前
中
学
校	

二
年	

島　
田　
侑　
季

詩
部
門 

（
高
校
生
の
部
）

奨
励
賞

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

二
年	

山　
口　
梨　
絵

佳
　
作

高
志
高
等
学
校	

三
年	

私　
市　
智　
優

　
詩
部
門 

（
一
般
の
部
）

大
　
賞

福
井
県
鯖
江
市		



堀　
田　
泰　
子

「
青
い
箱
」

九
三
歳
で
彼
岸
に
還
っ
た
母
の
遺
品
が
届
き

石
鹸
の
香
り
が
残
る
衣
類
の
下
か
ら

出
て
来
た
青
い
お
菓
子
箱

中
に
は
ビ
ッ
シ
リ
封
筒
の
束

折
々
母
に
出
し
て
い
た
私
の
手
紙
だ

セ
ピ
ア
色
の
遥
か
な
日
々
を

そ
っ
と
取
り
出
す

忘
れ
か
け
て
い
た
若
か
っ
た
私
の

乱
暴
な
字
が
怒
っ
て
い
た
り

弱
っ
た
時
の
小
さ
な
字
や

急
い
だ
よ
う
な
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
書
き

そ
の
封
筒
か
ら
ハ
ラ
リ
と
落
ち
た

和
紙
一
枚

水
仙
の
絵
が
清
し
く
透
け
て

あ
あ
母
の
絵
だ

そ
の
下
に
小
さ
な
添
え
書
き

　
　
大
丈
夫
だ
よ
大
丈
夫

読
み
や
す
い
字
は
ま
さ
に
母
の
も
の

　
　
大
変
だ
ね

香
り
た
つ
よ
う
な
水
仙

私
の
手
紙
に
答
え
て
書
い
た

母
が
く
れ
た
お
ま
じ
な
い

　
　
し
ょ
う
が
な
い
さ

膨
ら
む
蕾
と
優
し
い
字

　
　
き
っ
と
良
く
な
る

小
さ
く
す
ぼ
め
た
黄
色
い
口
に

五
枚
の
花
び
ら
反
り
返
る

勲
章
の
よ
う
な
水
仙
に

　
　
偉
い
ね
と
一
言

星
の
よ
う
に
水
仙
を
散
り
ば
め
て

ひ
と
際
大
き
く

　
　
あ
り
が
と
う

き
り
っ
と
花
び
ら

ピ
ン
と
立
つ
蕾

色
々
な
母
の
水
仙
に

　
　
良
か
っ
た
、良
か
っ
た
と

母
の
字
が
躍
っ
て
い
た

半
世
紀
が
詰
ま
っ
て
い
た
青
い
箱

母
に
逢
い
た
く
な
っ
た
時
に
は

青
い
箱
の
懐
か
し
い
日
を
出
し
て
見
よ
う

奨
励
賞

岐
阜
県
岐
阜
市		



後　
藤　
　
　
順

福
井
県
越
前
町		



水　
頭　
浅　
美

佳
　
作

埼
玉
県
久
喜
市		



島　
田　
奈
都
子

長
崎
県
平
戸
市		


本　
山　
純　
子

熊
本
県
阿
蘇
市		


岩　
下　
玲　
子

越
前
町
商
工
会
長
賞

城
崎
小
学
校	

一
年	

内　
藤　
康　
晶

朝
日
中
学
校	

一
年	

久　
保　
穂　
夏

仁
愛
女
子
高
等
学
校　
二
年	

山　
口　
梨　
絵

越
前
丹
生
農
業
協
同
組
合
長
賞

常
磐
小
学
校	

二
年	

藤　
井　
音　
々

織
田
中
学
校	

三
年	

谷　
口　
菜　
月

仁
愛
女
子
高
等
学
校	

一
年	

横　
山　
和
歌
那

越
前
町
漁
業
協
同
組
合
長
賞

　
俳
句
部
門 （
一
般
の
部
）

　
福
井
県
越
前
市		



野　
口　
ゆ
き
子

　
詩
部
門 （
一
般
の
部
）

　
福
井
県
福
井
市		



筆　
島　
幸　
枝

　

詩
部
門
に
４
４
１
編
、俳
句
部
門
に
４
４
９
８
句
が
寄
せ
ら
れ
、

両
部
門
で
大
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作
の
ほ
か
今
回
か
ら
新
設
さ
れ
た

越
前
町
商
工
会
長
賞
、
越
前
丹
生
農
業
協
同
組
合
長
賞
、
越
前
町

漁
業
協
同
組
合
長
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
賞
者  

大
賞
作
品

越
前

テーマ
おたより
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※
休
日
当
番
医
の
診
療
時
間
は
、
9：
00
～
17
：
00
で
す
。
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
電
話
や
当
日
の
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
月

火
水

木
金

土

1
離
乳
食
教
室（
前
期
）

（
予
約
制
）

10
：
00
～
12
：
00

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

2
3
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

4

5
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

10
：
00
～
12
：
30

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
休
日
当
番
医
】

伊
部
病
院

☎
34
-0
22
0

6
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

7
く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

8
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

9
10
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

11
建
国
記
念
日

【
休
日
当
番
医
】

藤
田
医
院

☎
34
-0
04
4

12

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

13
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

14
子
ど
も
の
発
達
相
談
会

（
予
約
制
）

13
：
00
～
16
：
00

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

15
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

16
17
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

18

19

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

20
結
婚
相
談

13
：
30
～
16
：
00

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

21
３
歳
児
健
診

13
：
00
～
16
：
00

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

13
：
00
～
16
：
00

越
前
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
梅
浦
）

22
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

23
介
護
お
は
な
し
会

10
：
30
～
14
：
00

な
ぎ
さ
の
湯

24
子
育
て
サ
ロ
ン

9：
30
～
11
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

25

26
結
婚
相
談

13
：
30
～
15
：
30

越前
町社
会福
祉セ
ンタ
ー（
西田
中）

【
休
日
当
番
医
】

織
田
病
院

☎
36
-1
00
0

27
心
を
い
や
す
相
談
会

（
予
約
制
）

13
：
30
～
16
：
00

越
前
町
役
場
別
館

28
く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

無
料
法
律
相
談
会（
予
約
制
）

13
：
00
～
16
：
00

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー


